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Ⅰ　はじめに
　地域に多様な内容，さまざまな規模の霊場がみら
れる。それらの霊場の位置は，隣接し，重畳する。
あるいは包含されこともあり，同じ札所が広域の大
霊場に属すると同時に，地域の小霊場にも属する。
また寺院境内に三十三や八十八の霊場が設けられ，
さらに堂内に三十三観音などが安置されることも多
い。こうしたネスティングないしは曼荼羅のような
階層構造により，霊場は相互に結合，連接している。
ただし霊場規模の大小は新旧や上下によるとは限ら
ないなど，霊場間の関係は複雑である。
　また三十三や八十八の霊場は，霊山とも結ばれる。
たとえば庄内霊場と出羽三山，坂東霊場と二荒山，
西国霊場と熊野三山，広島新四国と厳島弥山，九州
西国霊場と英彦山などでは，霊場の発願や結願をは
じめ，重要札所が霊山におかれている。このように
霊場は個々に独立や完結をせず，周辺の霊場その他
とも連続的であることが多い。
　ところで霊場では札所に番号が付され，発願から
結願へと巡るよう示される。とくに順番に従う場合
は順礼，順路ともよばれるが，多くの巡礼，巡路は
必ずしも順番によらず，また霊山はじめ近隣・途次
の名刹などが自在に組みこまれる。巡拝路は一筆で
あり，多くは直線状や回遊状を示す。しかし，札所
の組み合わせは一律でなく，部分の集合やランダム
であるなど，地形的制約，個別札所の写しの事情，
さらにはコスモロジー的な観念もみられ，さまざま
である。さらに各札所の状況とは別に，巡拝路で結
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Abstract
In this research,the field investigation of "the Saigoku sacred place","the Bando sacred place",and the sacred places 
located around them was done.Moreover,the "fudasho" and the pilgrimage road were analyzed statistically.In 
addition,the clarification of the character of the sacred place was tried in consideration of the historical details of 
the sacred place establishment.The results are as follows.1）There is a layered structure of loops that surrounds 
Kamakura in the pilgrimage road of the Bando sacred place.Moreover,around the Bando sacred place,the local sacred 
place that connected with it appeared.2）In Edo most of the sacred places were established in the recent age.The 
buddhist temples in the city part moved frequently and some pilgrimage routes changed.Later,regional sacred places 
were established adjacent to early sacred places.3）The pilgrimage road shows a radial pattern in the Saigoku sacred 
place.Fudasho's are overcrowded around Kyoto,and many are in Kumano to the south and in the capital surroundings 
to the north.The sacred place is composed of these three regions.4）Among the sacred places of Kyoto,there are 
some one that overlapped the Saigoku sacred place and some that connected to the Shikoku sacred place.The different 
influences of the buddhist temple sects are seen there.5）There is a difference in Fudasho group of the Shikoku sacred 
place among the regions of Awa,Tosa,Iyo,and Sanuki.Such regional fudasho groups were collected,and a combined 
sacred place was formed.6）The pilgrimage is seen in any religion.In Japan,there is a trait in the pilgrimage of the 
sacred place that includes not only a specific sacred point but also many combined sacred points.7）While the forest 
training developed into the peak round in "the Sanmon group of Tendai sect",pilgrimage of the sacred points in various 
places was developed in "the Jimon group of Tendai sect" and it arrived at the establishment of “Kannon” sacred place 
like the Saigoku one.8）As the syncretism of religion advanced after the Middle Ages,"the Hijiri" and itinerant priests 
pilgrimaged around the country,and the sacred place became popular with the people.Moreover,the people went on 
a pilgrimage,and the sacred place was straightened.9）In recent times,a gradual and integrated style such as "the 
Shikoku sacred place" appeared,and it was brought to various places by the people's initiations,and many local sacred 
places were established.10）On the other hand,climbing of holy mountains by "Ko" became popular around the rural 
farm village,and it had developed in a different style from that of the pilgrimage of a sacred place.11）Sacred places 
have various religious characters and the pilgrimage has various purposes.Sacred places have conflicting characters in 
themselves.There are many kinds of syncretism and transformations in the sacred place.
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ばれた霊場また霊山は，時代的に盛衰を繰り返し，
順番も変わって，大きく変容する場合もある。その
ため霊場の性格の一端を，巡拝路という位置関係に
みることができる。
　霊場でも，とくに1980年代以降に開創された多く
の新しいものは別として，伝統的な代表的霊場，す
なわち西国，坂東，四国霊場などは，やや複雑であ
る。また広域にわたるそれらの巡拝路の形態は，大
きく異なっている。そのためこうした霊場の巡拝路
から，霊場開創時の，あるいは先行する時代の背景，
基盤を探ることができると考えられる。ここではま
ず坂東，西国，四国とその周辺の霊場について，そ
の実態を明らかにする。さらに各霊場の札所の位置
に，クラスター分析を援用して，札所群を抽出する
などにより，巡拝路の形態を明らかにする。さらに
霊場がもつ性格について，その変遷に注目しつつ，
分析することを試みる。
Ⅱ　各地の主要霊場
１．坂東と周辺の観音霊場
坂東三十三観音霊場
　著名な西国霊場は近畿にあるにもかかわらず西国
とよばれ，一方東国にあって坂東霊場とよばれるの
は，視点が東国におかれることを示している。霊場
の典型は三十三ヶ所観音霊場であるが，その中でも
開創の最も古いものの一つとして，坂東霊場をとり
あげる。
　およそ坂東霊場の札所は鎌倉より始まり，関東平
野の外周を右回りにたどって，鎌倉へは指呼の位置
の房総半島南端に至る。関東平野では，中央の利根
川流域ではなく，北部・東部に札所が多い。またこ
の地域の札所には山深く位置するものがある。これ
らは，日光山，八溝山，筑波山，房総丘陵に分けて
みることができる。
　まず栃木市街より北西に15km，足尾山地に発す
る出流川の谷あいに，第十七番満願寺，出
いず
流
る
山
さん
観音
がある。この出流川の谷には鍾乳洞が形成され，シ
ダ類が自生する。満願寺本堂から500mほど谷を遡
り，標高365mの斜面に懸け造りの観音堂があり，
滝と不動も祀られる。勝道上人が修行し，天平神護
元年（765）年の開基と伝わる。
またこの出流山から北に30kmの中禅寺湖南東岸の
山腹（1290m）に，第十八番中禅寺，立木観音が位
置する。日光山・二
に
荒
こう
山は，二
ふ
荒
たら
山ともいわれ，補
ふ
陀
だ
落
らく
すなわち観音にちなんでいる。勝道上人は，出
流山を開いた翌天平神護二（766）年に日光に寺を
建てたが，日光輪王寺は神仏分離の際に満願寺とよ
ばれたように出流山に通じる。二荒権現が山頂奥宮，
湖畔の中宮祠，日光本宮に祀られ，男体山（2484m）
への登山路は観音薙といわれるように，修験の地で
ある。坂東札所となる中禅寺は華厳滝に隣接してい
るが，熊野三山でも那智瀧に隣接する青岸渡寺が西
国札所であることと通じるかもしれない。
　一方日光の70km北東，西の那珂川と東の久慈川
に挟まれた八溝山（1022m）は，茨城県の最高峰で
あるが，日光に比べて低く，札所も多少異なる。
山頂一帯に寺社が分布し，奥院にあたる山頂に延
喜式内社の八溝峰神社，山頂南西の金性水付近に月
輪寺があり，山頂の１kmほど南，標高820m付近が
第二十一番日輪寺，八溝山観音である。天武天皇元
（673）年に役の行者により開創され，仁寿三（853）
年に慈覚大師により天台に連なるといわれる。大正
４年建立の小さな観音堂は，奥州三十三観音に似て
おり，境内には白い２頭の馬の像が建つ。八溝山へ
は徳川期に常陸依上，奥州白河，下野那須の諸村よ
り斎供があり，一帯の信仰の中心であった。この日
輪寺から久慈川を50km降った標高50mほどの丘陵
上に，第二十二番佐竹寺，佐竹観音がある。天文
十五（1546）年までは鶴ケ池北方洞崎峰の観音山に
あったという。茅葺寄棟作りの観音堂の脇には稲荷
神社がある。境内には奉納大乗妙典六十六部などの
石碑が建つ。
　この日輪寺は福島県南中通りに広がる仙道三十三
観音の第二十四番であり，佐竹寺は水戸藩三十三ヵ
所霊場の十一番であるが，日輪寺境内には佐竹七福
神の弁財天の浮彫石仏があって，両寺は結ばれてい
る。花山院が坂東巡礼に至って，寛和元（985）年
また永延三（989）年頃に，両寺は坂東札所となる
と伝わる。
　那珂川と鬼怒川に挟まれた地に，加波山（709m）
や筑波山（875m）がそびえる。八溝山よりさらに
低く，関東平野の中央に位置しているため，日光や
八溝と性格を異にする。佐竹寺の30km南西の地に
あるのが，第二十三番観世音寺，佐白観音である。
佐白観音の背後に佐白山（182m）が控え，500m西
には笠間稲荷が鎮座する。境内に常陸七福神の大
黒天が安置される。この佐白観音の12km南西の山
（409m）の中腹，やや開けた地に第二十四番楽法寺，
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雨引観音がある。延命観世音を本尊とし，土地神の
壷臘稲荷大明神，薬師如来，不動明王なども祀られ
る。開創は，観世音寺が白雉二年（651）年，楽法
寺は用明天皇二（587）年と伝わり，日光・八溝よ
りも遡る。
　房総丘陵周辺では，札所は小高い地におかれて
も，様相は異なる。第二十九番千
せん
葉
よう
寺
じ
，千
ち
葉
ば
寺
でら
観音
は，千葉城から１km余り南の20mほどの高台にあ
り，境内の一部には貝殻が散乱する。和銅二（709）
年，行基の創建と伝わり，行基がもたらした樹皮が
垂れ下がった大公孫樹がある。境内には大杉神社，
子安観音，針供養塔の石碑，青龍神社，瀧蔵神社
などさまざまな神仏が祀られる。関東八十八ヶ所
第四十七番でもある。千葉寺十善講の碑が建つ。
30km南の木更津，矢那川沿いの比高50mほどの高
台に，第三十番高
こう
蔵
ぞう
寺
じ
，高
たか
倉
くら
観音がある。傍を走る
道は，旧巡礼街道といわれる。用明天皇（585-87）
に興り，白雉庚戌（650）年に藤原鎌足が構建と伝
わる。石段上の大きな観音堂は，高さ2.3mの高床
式で，床下からも観音が拝観される。境内には熊野
神社がある。20km東の宮川と養老川間の丘陵上に，
第三十一番笠森寺，笠森観音がある。延暦三（784）
の開創といわれ，笠森寺は天台宗の別格大本山であ
る。笠森層という柔らかな砂岩の斜面に，スダジイ
やヒサカキなどが茂る。ほぼ最上部（90m）に位置
する巨岩をまたぐようにして観音堂が建てられる
（図１）。半島の最も南，館山市街北方の小山（82.7m）
に，第三十三番那古寺，那古観音がある。元禄の大
地震までは山頂にあった。境内の長い坂道の上に，
観音堂が建つ。養老元（717）年，行基が開基とい
われ，鶴が谷八幡神社の別当寺であった。
安房三十四観音霊場
　上述の坂東第三十三番那古寺を第一番とするの
が，安房霊場である。房総半島の南部に位置する安
房国は，貞永の頃（1232）に安房国
くに
札
ふだ
霊場が開創さ
れたといわれる（図2）。一部の札所は那古寺と類
似しており，その西方２kmほどの堂山（107.5m）・
船形山（102m）の南斜面に，第三番大福寺，崖の
観音が建つ（図３）。養老元（717）年に，行基菩薩
が十一面観音を刻み，後に慈覚大師が開創したとい
う。壁面には多くの穴が穿たれて中に墓石が置かれ，
山麓も墓地で，葬送の地である。
　中でも大きい札所は，東京湾と太平洋との分水界
の清澄山（377m）にある，第十七番清澄寺である（図
４）。境内の稲荷社のほか，裏手の妙見山頂には妙
見宮社殿，根本鎮守奥の院がある。また付近の浪切
不動境内には魚塚供養塔などが祀られる。一僧が開
山の後，慈覚大師が天台宗に改め，藩政期には真言
宗，昭和24年には日蓮宗となる。日の出を望む旭ヶ
森は，建長五（1253）年の日蓮宗開宗の地であり，
日蓮宗立の谷中学寮や熊谷学寮の学寮生，また東南
アジアからの順礼が身延山久遠寺，池上本門寺，重
須本門寺，鎌倉龍谷寺，妙本寺，誕生寺とともに巡
られている。
　清澄寺の他，内陸側の札所は，谷筋に位置する。
やや北寄りの丸山町の谷沿いにある第二十番石
いし
堂
どう
寺
じ
は，和銅九（708）年の草創，神亀三（726）年に行
基菩薩の開創という。朱塗りの仁王門，その上方の
本堂，薬師堂，多宝塔など，いずれも大変古い。境
内には西国三十三観音があり，また東国花の寺百ヶ
寺である。また多くは小規模の寺で，館山市街地の
南方にある第三十二番小網寺は，三十番で管理され
る。第三十三番観音院は，低い山あいの開けた谷に
あり，行基菩薩の開創と伝わる。結願の三十四番滝
本堂は，大きく北に離れた位置にある。
　一方狭い平坦地を除いて常緑樹林の山肌が続く海
岸付近に，小さな堂宇が多い。第十八番石
いし
見
み
堂
どう
は，
天保年間（1830-1844）までは，鴨川松島の小島の
一つにあった。現在は島々を見下ろす海岸斜面にあ
る（図５）。国札十八番の石碑が残り，管理する金
剛院境内には長狭十一番大見堂がある。安房国は安
房，平
へ
群
ぐり
，朝
あさ
夷
ひな
，長
なが
狭
さ
の四郡からなるので，さらに
安房霊場より下位の霊場が接していることになり，
坂東を親霊場とすれば安房は子霊場，長狭は孫霊場
となる。長狭郷は鴨川周辺で，かつて安房霊場は春，
長狭霊場は秋に開帳した。今は荒れて車も入らず，
不明なところが多いという。
　海岸の札所で顕著なのは，洲崎にある第三十番観
音寺（養老寺）である。房総半島南西端の崖の下に
赤い堂宇があり，役行者が一晩で掘ったという岩窟
に，小祠や墓石が多数安置される。背後にはシイや
ヒメユズリハなどが茂る御手洗山（119m）があり，
観音寺が別当であった洲崎明神，洲
すの
崎
さき
神社が鎮座す
る。同社は式内大社で，洲
すさ
辺
きべ
の美
み
多
た
良
ら
洲
し
山の洲
すさきのかみ
神，
天
あめのひりのめのみこと
比理乃咩命を祀る。同神は，阿波の忌部族の総祖
神で安房神社祭神の天
あめのふとだまのみこと
太玉命の后
きさきがみ
神であり，洲崎神
社と安房神社は安房国一宮といわれる。海側に浜鳥
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居があり，波食棚の海岸から緩斜面に参道が続き，
波食棚の崖上に，紡錘形をした長さ３mほどの赤み
を帯びた砂岩質の御神石がある。役行者にちなむも
ので，浦賀水道を越えた横須賀市久里浜に近い安房
口神社の御神石と一対といわれる。すなわち，坂東
霊場は，安房霊場を介して，安房から相模に繋がる
ことを示している。
2．御府内と周辺の大師霊場
御府内八十八ヶ所霊場
　藩政期に開創された江戸三十三観音霊場では，第
一番は浅草寺，浅草の観音である。坂東第十三番に
あたり，坂東を親霊場とすれば江戸は子霊場にあた
る。同様に藩政期に開創された御府内霊場は，江戸
市中を中心にしている。坂東霊場とは連続せず，異
なる体系を形成している。
　御府内霊場でも，江戸市中に止まらずに一部が
江戸西郊に伸びている。まず練馬区の豊島園の南
方に第十五番医王寺南蔵院がある。延文二（1357）
年に中興され，赤い鐘楼門があり，薬師如来を祀
る。前に高井戸道の石碑が残る。その４km西方の
三宝寺池端南向斜面に，第十六番三宝寺がある（図
６）。真言宗智山派で，不動明王を本尊とする。関
東三十六不動第十一番石神井不動でもある。数百m
東の第七十番無量寺禅定院は，六百年前に開創の真
言宗智山派で，本尊は阿弥陀如来である。両寺の間
には，豊島氏縁の曹洞宗寺院，豊島山道場寺がある。
これら諸寺の建つ東西に伸びる舌状台地には，先土
器時代以降の池淵遺跡，平安末から室町中期に豊島
氏の居城の一つであった石神井城跡がある。また，
三宝寺池端の穴弁天，水神社，厳島神社などがあり，
江戸時代には流域四十四ヶ村の講が作られ，付近の
氷川神社は石神井総鎮守であった。すなわちこの地
は，江戸北郊の水利の要であった。御府内八十八ヶ
所を巡る人は，本が出されてから急に増えたという。
バスで巡る人もいるが，寺同士で連絡もなく，四国
のような霊場ではない。なお禅定院は豊島八十八ヶ
所でもあるが，豊島霊場を巡る人はわずかという。
　御府内霊場は，上述の西部を除くと江戸市中の外
郭に沿って巡路がある。それは江戸の寺院配置にも
とづくが，北部では市中の端あるいは外の札所群が
みられる。たとえば巣鴨駅の北側，とげ抜き地蔵高
岩寺に続く旧中仙道に，第三十三番真性寺がある
（図７）。高さ2.68mの地蔵像は，正徳四（1714）
年に江戸各方面の入口に置かれた六地蔵尊の三番で
ある。この街道は高みを通るが，東方に平行する染
井銀座の谷の西向き斜面に，西ヶ原旧古川庭園に隣
接して，第五十九番無量寺がある。本尊の不動明
王，雷除けの聖観音を祀り，さらに江戸六阿弥陀詣
の三番である。上中里付近の岩槻街道本郷通に，第
四十七番城官寺がある。境内には安永六（1777）年
銘の西国六番大和壷坂寺写しの石柱が建つ。同寺は，
蝉坂をはさんで北側，比高15mほどの段丘崖端に鎮
座する平塚明神の別当寺であった。またこの地は平
安時代には豊島郡の郡衙があった。その南に続く段
丘の西側に，第六十六番東覚寺がある。境内には，
享和二（1802）年の九品仏第二番阿弥陀如来の石柱
や，病の身代わりに赤紙を張られた，寛永十八（1641）
年の金剛力士像が立つ。隣接する田端八幡神社には，
山王社，東潅森稲荷神社，水神社，稲荷社，富士浅
間社，三峰社などの境内社や，田端富士三峰講の碑
がある。同社の創建は文治五（1189）年といわれ，
段丘上には縄文前期以降の集落跡がある。この段丘
西側の現在は暗渠の谷
や
田
た
川
がわ
に沿って，第五十六番与
楽寺がある。元禄の頃より六阿弥陀四番で，春秋の
彼岸会に巡拝する人が多いという。
　このように北部の札所群では，御府内のほかにも
多くの霊場を兼ねており，巡拝の対象であった。ま
た古くからの神社とともにあり，また真言宗寺院が
多くみられる。
豊嶋八十八ヶ所霊場
　豊嶋霊場は御府内霊場の北側，豊嶋郡
ごうり
にある（図
８）。明治に開創されたが，現在は納経帳などは整
備されていない。豊嶋八十八ヶ所大師参りといわれ，
先代住職作という古い朱印を用いる寺がある。前述
の御府内霊場の札所は，真性寺，無量寺，城官寺な
どはじめとして，北辺に位置する札所は，同じ札所
番号のまま豊嶋霊場に組み込まれている。そのため
豊嶋霊場は，御府内霊場の子霊場にあたる。
　また江戸市中から離れた，開析の進む段丘端に第
七十七番青蓮寺がある。同寺は愛宕権現別当，新義
真言宗の江戸触頭随一の円福寺が大正の頃移ったた
め，変則的に御府内十九番となっている。境内に愛
宕大権現の祠，十一日講の石柱が立ち，荒川辺第
八十六番でもある。なお御府内霊場の巡拝者が多い
という。
　また付近の信仰施設は複雑である。第五十一番清
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涼寺は，旧地名より石成山と号し，先述の三宝寺の
末寺であったが，付近の氷川神社の別当寺である。
氷川神社は，荒川低地の急崖に臨む地に，長禄元
（1458）年に勧請された。素さ鳴命・藤原廣継命を
祀り，境内に八幡神社・赤塚神社がある。とくに山
岳信仰が顕著であって，榛名，白山，阿夫利の祠，
明治25年の三峯山講社中の石祠，２mほどの小山に
八海山・御岳山・三笠山また清瀧山の石碑が立ち，
参道左手に数mほどの富士山が作られる（図９）。
付近は幕領で豊島郡峡
はけ
田
た
領下赤塚村であった。この
地の寺の創建は古く，第二十三番泉福寺は，暦応三
（1340）年には名が記され，鎌倉・室町の板碑も多
数残る。また八十八ヶ所以前からの，豊嶋八塔霊場
第四番であり，八塔霊場の額に「はちすの上の清き
たま水」と記され，地下水の通りがよくてきれいな
水が枯れないことを示す。100mほどにある大堂は，
平安時代の阿弥陀如来像を祀り，境内の八幡社は古
墳の上に建ち，ほかにも高さ３mほどの古墳がある。
　その１km南方に，第八十四番赤塚大師堂，梶山
不動がある。明治20（1887）年に成田山不動大教会
と名を変えるが，境内に成田山代参講記念の石柱が
建つように，信徒の講にもとづいている。
３．西国霊場
西国観音霊場
　西国霊場では，およそ近畿地方を巡る。坂東霊場
に相対するが，札所は坂東では鎌倉周辺にやや多い
のに対し，西国ではとくに京都およびその周辺に多
い。都市の規模や性格の違いが反映するが，京都は
文化的な中心でもあり，その霊場は他にも大きな影
響をおよぼしたと考えられる。
　京都の近郊にも，多くの札所が置かれている。
南方では，紀ノ川北岸に第三番粉川寺がある（図
10）。千手千眼観音だけでなく，本堂奥の産土神社
には狩猟・農耕神の丹生都比売命が祀られ，七月下
旬に粉川祭渡御式が行われる。和泉山脈の北側に第
四番施
せ
福
ふく
寺
じ
がある。槙尾山の肩（485m）まで，谷
間の路が１km余り続く。役の行者小角が法華経を
納めたといわれ，本堂近くには経塚跡，境内に満願
滝弁財天なども祀られる。西国愛染明王霊場第十五
番でもある。大阪平野南東部に第五番葛
ふじ
井
い
寺
でら
がある。
王仁一族の氏寺であったが，隣接する式内大社の辛
国神社は，物部氏一族の辛国連の名をとり，祖先の
饒
にぎ
速
はや
日
ひの
命
みこと
を祀る。いずれも観音のみならず，複合的
な信仰対象をもつ。また遍路にかかわる弘法大師の
高野山へは20km足らずであるが，高野山は西国霊
場に含まれない。
　また奈良盆地南部明日香から山地に入ると，壺阪
峠（約370m）直下に第六番南法華寺，壷坂寺がある。
創作であるが，壷坂霊験記にあるように，前には谷
が入る。大宝三（703）年の創建で，十一面千手千
眼観音を祀る。壺坂寺から5kmほど北にある第七番
岡寺は，多武峰から西に伸びる尾根の端に位置する
（図11）。寛文年間（1661-1672）までは，200mほ
ど西の治田神社の位置にあり，遙拝所の石碑が北を
向くように建てられ，比高で100mほど下に板蓋宮
跡などを見降ろす。山岳信仰の吉野へは，壺坂寺か
ら10km足らずであるが，吉野は西国霊場に含まれ
ない。
　京都に多くの札所がある一方，奈良は一ヶ所のみ
である。猿沢の池の上手にある第九番興福寺南円堂
は，不空羂索観音を祀る。隣接して一言観音が祀ら
れ，厄除や入試などが祈祷される。このように南都
には札所が限られていたが，平成元（1989）年には
西国薬師霊場が開創され，興福寺が第四番，その南
にある元興寺が第五番である。
　京都東山の山懐深く多くの寺院が集まる中に，第
十五番今熊野観音寺がある。寺号とともに山号も新
那智山であり，境内には熊野権現が鎮座する。入口
には鳥居橋がかかり，裏手の斜面には今熊野西国
三十三所巡拝道が設けられ，背丈ほどの祠に石造観
音が安置される。清流が流れるが，瀧は確認できな
い。また洛陽霊場第十九番，ぼけ封じ近畿十楽観音
霊場第一番でもある。
　京都の西方，大阪平野の北縁には，多くの寺社が
並ぶ中に，中山南麓の第二十四番中山寺がある。中
山観音は真言宗中山寺派大本山で，西国霊場となる
以前には，日本霊跡三十三所観音巡拝の第一番「極
楽中心仲山寺」といわれ，また摂津三十三所第一番
でもある。本堂の西側の鎮守社には，弁才，八幡，
天照，熊野，春日を祀り，背後の中山の山頂下（393m）
に厄除けの奥の院がある。またその直下には清荒神
と清澄寺があるなど，一帯に多くの神仏が祀られる。
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洛陽霊場
　坂東霊場と同様に，西国霊場にも付随的な観音霊
場がみられる。とくに中心部の京都には，さまざま
な小霊場が多数みられる。たとえば洛陽三十三所観
音巡礼は，後白河上皇が西国霊場に替えて開き，永
享三（1431）年頃には行願寺，革堂から北野天満宮
であったが，寛文五（1665）年には六角堂から清和
院までとなったといわれる。平成17年に再興され
たが，今熊野観音寺，清水寺，六波羅蜜寺，六角堂，
革堂を含んでおり，西国霊場の子霊場とみることが
できる（図12）。
　ただし，各札所は複雑な信仰対象となっている。
第五番真如堂は天台宗で，神楽岡の西向き緩斜面
にある（図13）。北側に続く吉田山は，比叡山とと
もに都の鎮護であり，貞観元（859）年に藤原山
やま
蔭
かげ
が春日の神を勧請し，さらに吉田兼倶が文明十六
（1484）年に卜部家の斎場所を室町より遷した地で
ある。真如堂の南には，黒谷の第六番光明寺があ
る。山門の扁額に浄土真宗最初門とあるが，法然上
人の最初の草庵で浄土宗寺院である。また法然上人
二十五霊場第二十四番であるが，粟田口を経た南の
知恩院が，結願の二十五番である。
　その南に第十七番蓮華王院三十三間堂があり，さ
らに東大路を南に下り，新熊野神社より北に谷を見
下ろす尾根筋の東方，泉湧寺への一帯は鳥戸野で，
葬送の地であった。御寺泉湧寺は月輪山麓の広い凹
地にあり，律を基本に天台，真言，禅，浄土の四宗
兼学であった。第二十五番法音院は，泉湧寺のなか
の諸寺で，不空羂索観音をまつる。およそ尾根筋の
道から谷側に寺が位置し，坂の下には新善光寺，ま
た第十九番今熊野観音寺がある。第十八番善能寺は
泉湧寺の脇にあり，広い境内には石組みの庭，日本
最初稲荷大明神という稲荷神石社はじめ，二社が鎮
座し，周辺に多くの堂宇がある（図14）。泉湧寺大
門の左手に第二十番泉湧寺楊貴妃観音堂がある。楊
貴妃をしのぶ聖観音像は，建長七（1255）年に西
安から持ち帰られたが，同名のものは内外にないと
いう。泉湧寺は京都十三仏霊場第六番弥勒菩薩も祀
り，雲龍院は西国薬師霊場第四十番である。
　京都の寺にはさまざまな要素が複合しているが，
羅城門跡の東，第二十三番教王護国寺，東寺にとく
に顕著である。南大門の両脇に，地主神あるいは
大己貴を祭る八島社と，八幡宮が鎮座する。四国
八十八ヶ所巡礼東寺札所の大師堂をはじめ，都七福
神毘沙門天，西国愛染明王霊場第八番など，東寺は
計9霊場の札所である。中でも弘法大師霊場が古い
という。
洛
らく
西
さい
霊場
　洛陽霊場の西には洛西霊場があり，嵐山の渡月橋
の南方に山麓に沿って札所が続く。大きな寺院は少
ないが，第一番善峰寺や七番光明寺は，集印帳も置
かれる主要札所である。とくに発願の善峰寺は，西
国霊場札所であり，洛西霊場が西国霊場の子霊場で
あることを示している。
　嵐山に近い第二十八番蔵泉寺は，十一面観音を祀
り，諸病・悪病除けが祈願される（図15）。寺は開
創後四百年ほどで，明智光秀が山崎の合戦の後に潜
んだと伝わる。火災で３度ほど焼け，昭和３年に立
て替えられた。洛西霊場では，第二十九番西光院が
最も北にある。現住職は，松尾の来迎寺の副住職を
兼ねている。上手にある法輪寺は古義真言宗で高野
聖地の石柱があり，舞台から桂川を眺めるが，付近
には櫟
いち
谷
たに
宗像神社あるいは嵐山弁天社が鎮座し，さ
まざまな神仏の祀られる地である。
　対岸の嵯峨野では，天竜寺境内に八幡社が祭られ
る。現在の洛西霊場はみな桂川以西であるが，嵯峨
野の落柿舎付近の證安院には，古い洛西三十三所第
十六番の扁額が残される。またその境内には小祠が
祀られる。
御室八十八ヶ所
　前述の洛陽，洛西は西国霊場，観音霊場に連なる
地方霊場であるが，一方八十八ヶ所もある。御室の
仁和寺北西の，御室（成就山）八十八ヶ所は，文政
十（1827）年に開創された。仁和寺山門の南，京福
電鉄御室駅近くの雙
ならびがおか
ヶ岡から，尾根に沿う八十八ヶ
所が一望される（図16）。仁和寺は真言宗御室派の
本山であり，その観音堂では修行僧が声明を唱え，
僧侶になる儀式などが行われる。
　この成就山は泥岩質で，中腹には北向きに傾く板
状節理が現れている。杉やしきみなどの常緑樹を混
じえた雑木林で，視界は遮られている。尾根沿いの
道はクランク状に曲がり，階段を交えて，なだらか
ではない。里山の霊場には珍しく，奥行き２間×間
口２間の流れ造りの屋根を載せた堂宇が，20～30m
間隔に並ぶ。堂宇はまた奥行き1間に板壁がまわさ
－207－
巡拝路からみた霊場の構造とその変容について
－208－
－209－
巡拝路からみた霊場の構造とその変容について
れ，奥の３分の１ほどに祀り，その前が拝み所とな
る。中には柱がコンクリートに替わり，屋根は瓦葺
きだが，トタン葺きなどもある。脇に古い小さな祠
が並び，木の根本に古い祠が飲み込まれ，その脇の
新しい祠に石仏が安置されたりする。堂宇はさまざ
まで，建物に塀を回し，石垣を作り，古い石仏を安
置した祠をその前に置くものもある。
　歩いて回る年輩の男女が多いが，トレーニングを
する人々には高校生もまじる。四十二・四十三番の
北から修験の山の愛宕山を望むが，下には法螺貝は
止めるよう掲示される。四十八番付近は成就山頂上
（236m）で（図17），この八十八ヶ所霊場の，核と
なる地の一つである。五十三番では2mほどの鎖場
がつけられ，お堂の狭い脇をすり抜けて裏手の道を
やや上がる。六十五番は滝の奥に，倶梨迦羅不動が
祀られた行場である。六十八番は池の中にあり，そ
の下では急流で水音をたてて落ちる。八十八番大窪
寺は大きな寺で，鐘楼や池があり，弁財天が祀られ，
御室流大師講総本部が置かれる。
Ⅲ　巡拝路の構造
１．分析方法
　霊場についての現地での実態調査では，とくに伝
統的な霊場は，宗教，歴史，経営，社会，民俗，環
境等々で，多様ないし複雑である。それはまず霊場
には，六部の回国のような全国，西国霊場のような
広域，越中霊場のような一国，さらに村の里山ま
で，さまざまなスケールがあることによる。霊場が
密集する地域ではとくに，霊場は孤立しないで，他
の霊場と連接したり，交錯，重畳したりする。さま
ざまな霊場の間に，関係が存在する一方，札所の分
布は規則的ではない。そのため霊場の構造の解析か
ら，霊場の性格や成立の経緯が推定されると期待で
きる。ここでは霊場の札所の配置に注目して，地理
的方面からのアプローチを試みる。
　まず霊場に内在する札所群について，抽出を試み
る。それには１）霊場・札所の位置をデータベース
化し，ESRI社のArcGISを利用して，地理情報システ
ムを構築する。２）札所の経緯度座標から札所相互
間の距離行列を求め，クラスター分析を援用して，
近距離の札所を分類し，霊場内にある札所群を抽出
する。３）地図ソフトを利用して，札所間の適切な
順から巡拝路を設定する。
　こうした巡拝路は開創時の各地の事情を反映して
おり，それぞれの霊場の構造から，霊場の体系的把
握が可能になると考えられる。
２．坂東霊場と周辺の観音霊場
　坂東霊場の北部や東部では，札所は山麓や山間に
多くみられた。伝承ではそれらの開基は，６～８世
紀頃，すなわち蘇我氏による飛鳥寺造営の頃より，
役の行者や行基により興るとするものが多い。さら
に慈覚大師の強い影響により，９世紀以降に天台宗
などで再興される。坂東霊場の開創はその後，寛和
元（985）年の花山院の伝承に始まる。記事に残る
ものとしては，天福年間（1233～34）の沙門成弁の
巡拝が最古とされる。
　ただし慈覚大師，また弘法大師も多くの寺を巡錫
しており，坂東霊場の原型はそれ以前にある。それ
は，坂東霊場の構造に示される。札所のクラスター
分析によれば，大きく４つの札所群が分類される（図
18）。これは第二十番西明寺を除くと，現在の都県
ごとに分類されており，神奈川・東京・埼玉，群馬・
栃木，茨城，千葉の4札所群が明らかである。これ
は旧国では相模・武蔵，上野・下野，常陸，安房・
上総・下総にあたる。また第十四番弘明寺を除くと，
相模・武蔵には，鎌倉，相模，武蔵西部，武蔵東部
の下位4札所群となる。なお弘明寺は鎌倉に近いが，
武蔵に含まれる。
　この坂東霊場の分類により，巡礼路を区分して示
す（図19）と，鎌倉を中心にした札所群の階層性が
現れる。すなわち1～4の鎌倉を中心にし，5～8の
相模が囲み，さらに9～14の武蔵がとりまき，再外
��� ���������
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��� �� ��
��� �� ��
��� �� ��
��� �� �� �
��� �� �� � �
��� �� �� �
��� �� �� �� �
��� �� �� �� �
��� �� ��
��� ��
��� �� �
����� ��
����������
����
�
�
�
����
�
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
����
�
�
����
�
�
�
����
�
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
�
�
����
�
�
����
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
����
�
�
�
����
�
�
���� ����������
� �18��������1����4�5�24�25�27�28�29�30
�33����������5�9�10�19�20�24������ �
�����������������
����������������������
�����������������������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
��������
�������
����������������������
����������������������
��������������(� 24)������
�����������������������
������������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
����������������
4.� �������������
����������������������
����� ������������������
�������������������������
�����������������������
�����������������������
��������������������������
�����������������������
�����������������������
����������
����������������������
�������������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
������������������������
����������������������
������������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
��(� 28)������������������
�����������
� ����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
���
� ����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
��������������
��� �������
� ����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
�����������������������
　札所間の距離からクラスター分析した結果をデンド
ログラムに示す。なお類似度に原データのユークリッ
ド距離，距離の回帰的定義に最長距離法を用いる。不
連続により，第１番札所～第14番札所，15～19，20～
26，27～33に大きく4分される。
図18　坂東霊場札所の分類
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郭に15～33の関東周縁がある。中心部の群から始ま
り，いずれも鎌倉から遠隔の札所から鎌倉に戻り，
結願の安房からも三浦半島を経て鎌倉に戻る。これ
らは鎌倉住人の便宜でもある。またこれらのルート
は，鎌倉を守護するかのように，同心円状を示す。
相模部分は大山の山麓地域，武蔵部分は荒川沿岸地
域を経て弘明寺に至るが，三浦半島から北の丘陵地
帯が相模・武蔵の国境である。
　さらに，札所の密度分布には地域差がある（図
20）。その中心は鎌倉にあり，筑波山周辺に第2の
中心がある。このように，ルートまた密度からも，
坂東霊場は鎌倉と深くかかわり，霊場の確立には鎌
倉がつながると考えられる。
　さらに関東周縁部でも札所は山麓にあり，房総で
も丘陵縁にある。これらは大山，三峰，榛名，二荒，
八溝，筑波，清澄の修験の地と結ばれている。坂東
霊場と連接して秩父三十四観音があるが，三峰は坂
東霊場の武蔵ルートにも連なっている（図21）。
　ところで周囲を丘陵で囲まれた要害の地である鎌
倉には，鎌倉三十三観音霊場がある（図22）。鎌倉
周辺の坂東霊場には第一番から第四番があり，岩殿
寺は養老六（722）年，杉
すぎ
本
もと
寺
でら
は天平六（734）年，
長谷寺は天平八（736）年に創建され，田代寺は比企ヵ
谷に建久三（1192）年に創建されている。鎌倉霊場
にはこのうち杉本，田代，長谷寺が含まれている。
すなわち，鎌倉霊場は，坂東霊場に付随した地方霊
場あるいは，子霊場とみることができる。
　前述の安房霊場は，坂東霊場結願の那古観音を発
願とすることにも，坂東霊場への接続を示している。
また館山市から始まり，右回りに周回して第三十三
番で館山に戻るが，第三十四番は北の離れた位置に
あり，本来館山を中心とした安房の地方三十三所霊
場に，後世に付加されたと考えられる。秩父霊場と
同様に坂東・西国に続く百観音として整備され，坂
東と接続されたことを示してい
る。また，房総半島南部の安房
は，丘陵地帯あるいは低い山地
である。房総で２番目に高い清
澄山などでは，藩政期には真言
宗醍醐寺派であり，秩父と類似
している。
　なお安房第三十三番観音院で
は，無人の際に巡礼が記帳する。
平成16年から２年余では，巡礼
の出身地は関東や広域からも訪れており（表１），
安房霊場が地元の地域霊場でないことを示してい
る。また訪れた月は，期間が異なるが，およそ冬・
春に訪れる人が多い（表２）。房総が温暖な気候ゆ
えに，多くの人々が訪れる時期と対応する。
３．御府内と周辺の大師霊場
　現在の御府内霊場は，八十八ヶ所の札所順はきわ
めて複雑で，順礼は困難である。天保十（1839）年
の「弘法大師御旧跡写 八十八ヵ所略図」が残され
ている（和田信子，2002）が，当時も札所番号と順
路の案内は別である。この中で天保十年当時から現
在も移動のない寺院について，天保十年の案内順に
ルートを設定した（図23）。
　当時は品川から始め，江東に向かい，西郊の三宝
寺に参り，始め付近に戻っていた。当初の御府内札
所は，およそ江戸城外堀の外側で，町奉行の支配範
囲内にある。三宝寺などが，その範囲外にある。ま
た天保当時から移動のない寺院では，札所番号は連
続しており，御府内霊場開創当時は，札所は順次配
列されていたことを示唆している。なお巡り方は，
開創当時は右回り，天保では左回りである。
　また御府内霊場の北に，文化年間（1804-18）頃
に荒川辺八十八所が開創され，日露戦争後に豊島霊
場が開創された。豊島霊場は，御府内霊場と一部重
複し，それらは同じ札所番号であり（表３），豊島
霊場が御府内霊場の子霊場であることを示してい
る。さらに境内に御府内，豊嶋両霊場の他さまざま
な霊場の石碑が残り，他霊場との連接が示される。
　もともと城官寺が豊島郡の郡衙の地にあり，第
七十番禅定寺に豊島小，第十五番南蔵院に豊玉小
が開校され，また第五十一番清涼寺に石成学校，第
二十三番泉福寺に下赤塚学校が置かれるなど，札所
寺院は地域の中心的な役割を担っていた。豊島霊場
の札所の密度分布には，列状の構造がみられ，高台
を通る街道とも並行するが，台地を開析する神田川，
千早川，石神井川，荒川が浸食した段丘崖，また荒
川自体に沿う（図24）。これは寺院の立地が地形に
もとづき，さらに御府内霊場を考慮して，巡拝路が
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表１　都県別
　　　巡拝者数
表２　月別巡拝者数（安房霊場）
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巡拝路からみた霊場の構造とその変容について
設定されたと考えられ
る。すなわち，御府内の
外郭において，御府内
の郊外への拡張を意識
して構想された。また
この地域は三宝寺から
赤塚にかけてと崖線沿
いで真言宗智山派寺院
が多く，南は真言宗豊
山派寺院で占められる。
４．西国霊場と周辺の観音霊場
　クラスター分析から，近隣に位置する札所をまと
めると，５つの札所群，およそ紀伊，畿内，播磨，
丹後，近江・美濃に分かれる（図25）。さらに京周
辺は，東山の周辺と，南の大和，西の摂津に分かれ，
これにもとづいて巡拝路を区分すると，京を起点に
四方に伸びる放射状の構造が現れる（図26）。これは，
坂東霊場が環状の構造であるのと著しく異なり，西
国霊場がそれぞれ都に向かう道の組み合わせである
ことを示している。
　西国霊場の札所は，京都に一極集中している（図
27）。また西国霊場では，札所がみられない地域も
ある。このことは西国霊場が京を中心に構想された
ものであり，近畿地方の霊場の一つであることを示
している。順路では熊野に始まり京に入り，大きく
北周りをして京に戻り，最後に京周辺を巡る。坂東
では規模の異なる４階層構造があり，次第に周辺に
発散・拡大するのに対して，西国では１中心部と２
周辺部の２層構造で，しかも最後に中心に収束する。
　また西国霊場は第一番第十番まで，那智から宇治
に至るが，その過半が熊野古道に重なる。熊野へは，
京から大阪に下り，西寄りの海辺の道で南方に向か
う。西国は熊野の子霊場とみることもできる。また
参詣の多い伊勢へは，奈良を経て伊勢街道を東に向
かう（図28）。西国は伊勢参りには重ならないが，
連接とみることができる。
　洛陽霊場は前述のように西国霊場の子霊場とみら
れる。しかし札所の分布が密なのは，東山の清水寺
周辺と泉湧寺周辺である。一部で比叡山の千日回峰
行の京都大廻りと巡拝路が重なる。しかし第一番六
角堂から第三十三番清和院にかけての一帯は，京の
町屋の中心部であり，烏丸地域を出て東山を巡り，
天満宮を経て西陣地域へ戻ることが基本にあるとみ
られる。
　京都西部の洛西霊場は，第一番善峰寺が西国二十
番であり，西国霊場の子霊場とみられる。京都市中
に多くの西国札所があるが，善峰寺は京都盆地で最
後の札所であり，洛西霊場は西国霊場に連接すると
もみられる。ただし，巡拝路の方向は広域か局地か
により反対となることがある。
５.　京都の大師霊場
　観音霊場に真言宗寺院の札所も多く，御室霊場の
ある仁和寺でも，観音堂は重要である。しかし，仁
和寺周辺は洛陽，洛西の両観音霊場の狭間にある。
仁和寺は真言宗御室派の本山であるが，京都の三
弘法の一つとされる。そのため，東寺やさらに四
国遍路とも関係が深いと考えられる。そのため御室
八十八ヶ所は，仁和寺を介して，四国遍路に連接し
た霊場とみることもできる。
６.　四国地方の霊場
四国遍路
　四国は，クラスター分析では５分類され，およそ
阿波，土佐，南予，伊予，讃岐という異なる部分に
より構成されることを示す（図29）。また札所の密
度分布からは，阿波，土佐，伊予，讃岐にそれぞれ
中心をもつことが明らかである。すなわち各地域で
結びつき，独自に発達していた霊場の，結合とみら
れる（図30）。
　この各地域で，寺院宗派の構成は大きく異なる。
多い宗派は，阿波で高野山真言宗，讃岐で善通寺を
中心とした真言宗と真言宗御室派，伊予では真言宗
智山派・豊山派など，南予では臨済宗妙心寺派や曹
洞宗である（図31）。
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表3　諸霊場のかかわり
図25　西国霊場札所の分類
　図18と同様にして示す。第１番札所～４，５～24,
25～27，28～29，30～33に分かれ，最多の群は５～９，
10～19，20～24に細分される。
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しかし1888年から1939年では７都県で最多宗派が替
わっており，その中には香川，愛媛，高知も含まれ
る（Oda, M.，2006）。四国での変化の大きさからみ
ると，現在の寺院宗派の分布は，四国遍路が整備さ
れたころとは大きく異なるかもしれない。
７．霊場と巡拝路の変容
　前述のように，主要な伝統的霊場では，札所の配
置はやや不規則で，霊場内にいくつかの札所群が認
められる。こうした構造には，霊場開創の要因や背
景がある。
　開創縁起には，神社であれば漂着や渡来，寺院で
あれば巡錫などがあり，信仰は移動とかかわりが深
い。葛城や大峯などの峰入修行でも，なびきや宿を
移動する。平安末になると法皇や貴族が，南方の補
陀洛浄土へと，熊野古道の九十九王子を経て詣でた
が，ここでも移動は大きな要素である。
　鎌倉時代以降にも，東国はじめ全国から人々が上
洛し，また伊勢御師，熊野比丘尼，高野聖などの活
動により，遠国の庶民も聖地に赴いた。それらの途
次は，西国巡礼と重なる部分が大きい。また四国の
発願は阿波，結願は讃岐と，京方面とのつながりを
示している。
　すなわち，信仰にかかわる要素として移動があり，
さらに業として必要な移動があると，霊場の便宜が
整えられ，さらに霊場の発展が促されると考えられ
る。
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図31-ａ　高野山真言宗
図31-ｂ　真言宗・真言宗御室派
図31-ｃ　真言宗豊山派・智山派・醍醐派
図31-ｄ　臨済宗妙心寺派・曹洞宗
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巡拝路からみた霊場の構造とその変容について
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巡拝路からみた霊場の構造とその変容について
Ⅳ　霊場の検討
１．聖地と巡礼
　前述のように，巡拝路の構造に階層性や連接性が
みられる。これは無論，霊場のもつ意味と結びつい
ている。以下，霊場のもつ意味についての検討を試
みる。
　霊場を構成する個々の霊地は，本来，普遍的な性
質がある。たとえばアリゾナ・ニューメキシコ・
ユタ州に広がるナバホ・インディアンの居留地に
は，岩などの自然を対象にした聖地があるという
（Jett,S.C.,1992）。またインドあるいはヒンズーで
は河に霊性があり，インド人は日本でも河辺に集住
するといわれるのも，その自然的基盤によると考え
られる。仏教でも沙羅双樹，菩提樹の下は聖地であ
り，森林や樹木に霊性が認められる。中国でも，文
殊は山西の五台山，普賢は四川の峨眉山，観音は浙
江の普陀山，地蔵は安徽の九華山が聖地，道場であ
り（二階堂善弘，2002），山は霊地とされように，
各地に信仰の対象が存在する。
　霊地があれば，霊地への移動がある。1595年にグ
アテマラ東部の小村，エスキプラスの一軒家に，
十字架にかけられた黒キリスト（Black Christ）像
が置かれた。1769年1月中旬には聖堂（shrine）
に ２万人の巡礼者があり，1839年１月中旬には
８万人が教会堂（basilica）を訪れ，1987年には年
間1,172,687人が，中米，メキシコ，ペルーなどか
ら訪れるという（Thomas,R.N.,Horst, O. H. and 
Hunter,J. M.,2002）。すなわち，ここでは巡礼は順
回ではなく，本山への往復である。
　それに類似して，エリアーデでは巡礼は宗教的に
動機付けられた世界の中心への旅とされる。ター
ナーでは大衆宗教での巡礼は社会的・政治的中心か
ら周辺に向かい，コーエンでは巡礼は世界の中心に
向かう。ユダヤでは幸運，結婚，子供，健康（無
病息災）などを動機に巡礼され，宗教的理由では中
心へ，他では通常周辺で行われる祭典（Hillula）へ
向かうという。また，pilgrim，peregrinusは，異邦
人，ワンダラー，亡命者，旅行者，新参者，見知ら
ぬ人の意味があり，一方tourism，tornusは個人の
巡廻旅行のほか，世俗の日常から逃避する聖なる
journeyとされる（Collins-Kleiner, N.，1999）。すな
わち宗教性，休暇的などの差異があるが，巡礼には
本山参詣など，日常からの一時的な脱出の意味が含
まれる。
２．霊場と順礼
　霊地に向かって移動するが，日本の巡礼はやや異
なる面がある。広義の「巡礼」について，その類語
が聖地の数と距離から分けられている（表４）。
ここでは「参詣」が海外の巡礼と同じ意味とされ，
日本での狭義の「巡礼・順礼」は，とくに複数の聖
地を巡るものとされる。なお「巡拝」は，距離が短
く，聖性が比較的薄い巡礼とされる。
　このように複数の聖地の存在が，日本の巡礼の大
きな特色である。満願成就するまで，霊場全体を周
回することが大きな意味をもつ。あるいは霊場の途
中から，また部分的に，さらに逆向きにも巡礼され
る。単一の聖地でないことは，三十三ヶ所が観音の
三十三応現身にもとづき，また七福神が巡られるよ
うに，さまざまな機能神による構成との理解がある
と考えられる。
　また巡礼に類似して，僧などの宗教者による修行
や布教をともなう行為は，遊行，行脚，巡行，巡錫
などとよばれるので，巡礼，遍路，遍歴などは庶民
による，あるいは一般大衆化した行為をさすものと
考えられる。
　前述のように海外の巡礼は，大・本山の参詣で
あり，スペインでの雨乞いの巡拝も，地域内の聖
人・聖跡という目的地がある。ただし日本でも，長
崎・天草では教会にナンバーが付されて教会めぐり
が巡礼化され，また殉教地や記念碑，墓地･墓碑，
セミナリオ跡などが聖地巡礼とされる（松井圭介，
2006）。５つの教会群に分けられ，７つの聖跡群で
殉教者を偲んでの巡礼（長崎文献社，2005）である
が，それらはカトリックでの本山参詣とは異なる。
むしろ周辺の多くの霊地が巡られており，習合宗教
（Syncretic Cult）化した隠れキリシタンの周辺では，
日本の霊場の色彩を帯びることも考えられる。
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３．回峰と回国
　それでは日本の巡礼での複数の聖地は，何に由来
するのであろうか。そもそも各地でシャーマンは山
野跋渉，行者は山林抖擻を行った。修験道でも，大
峰七十五なびきの奥駆け，葛城二十八宿の峰入修行
がされる。熊野の九十九王子をはじめ，諸神仏が諸
聖地に祀られ，熊野詣での途次に参られた。ただし
ここでは複数の聖地とはいえ，単一の山系であった
り，圧倒的な目的地があるため，本山参詣とも近い
ものがある。
　比叡山では，先述の慈覚大師円仁（794～864）が，
叡山巡拝を行い，それはさらに山林巡行を経て，天
承元（1131）年頃から三塔巡礼・比叡山巡礼となり，
元亀二（1571）年頃からは比叡山回峰とされる（菊
池東太・野木昭輔，1987）。
　比叡山では，その中世のものをさして「巡礼」と
よぶことは大変興味深い。ただし近世以降には「回
峰」とよばれ，百日間の京都大廻りで山内に加え市
中も巡るようになる。いずれにせよ，日本の巡礼は
中世的な所産であり，複数の聖地が確立されると考
えられる。
　一方，平安時代末に成立した「梁塵秘抄」（新間・
外村，2000）の中に，多くの霊地の名がみえる。霊
験所歌では「観音験
しるし　
を見する寺 清水石山長谷の御
山 粉河近江なる彦根山 間近く見ゆるは六角堂」の
ように，西国霊場の第十六番清水寺，第十三番石山
寺，第八番長谷寺，第三番粉河寺，第十八番頂法寺
がうたわれる。僧歌では「聖の住所はどこどこぞ 
箕面よ勝尾よ 播磨なる書写の山 出雲の鰐淵や日の
御碕 南は熊野の那智とかや」のように，第二十三
番勝男寺，第二十七番円教寺，第一番青岸渡寺が
うたわれる。梁塵秘抄選者の後白河法皇（1127～
1192）は，熊野に33回詣でており，霊地にも関心が
深く，また一般にも同様であったことが考えられる。
　西国霊場は，伝承では天喜三（1055）年の行尊に
始まり，応保元（1161）年に覚忠が那智山から御室
戸山へ巡拝したという（佐藤久光，2004）。行尊は
園城寺（三井寺）の長吏で熊野三山検校として熊野
御幸を年中行事化させ，覚忠も三井寺の長吏であっ
た（中山和久，2004）。そのため西国霊場は熊野詣
での延長にあり，さらに開創には天台宗寺門派が深
くかかわる。結願とされる三室戸寺も，天台宗寺門
派に属する。先述のように，比叡山では回峰へと発
展した。三井寺の寺門派はこの山門派に対峙してい
たため，新たに熊野を含む複数の並列型の回国巡礼
を志向したことが考えられる。
　ただし西国霊場が現行ルートとなるのは，享徳三
（1454）年以降である（佐藤久光，2004）。梁塵秘
抄でも，西国霊場に縁の寺院が夙に世間に知られ，
それらを訪ねて修行しても，西国霊場としては認知
されない。
　一方先述のように関東の諸寺には，無名の僧によ
る草創，山岳・修験の僧による開創が伝わる。慈覚
大師円仁は下野の出身であり，天長六～九（829～
832）年に，関東以北に天台の教学を広め，500余の
寺院を開創また再興したといわれる。円仁は，承和
七（840）年五月に，文殊菩薩の聖地，山西省五臺
山（3058m）に登り，巡礼する（円仁・深谷憲一，
1990）。坂東霊場には慈覚大師の事跡が数多いため，
寺門派よりも山門派の影響が考えられ，それが坂東
霊場と西国霊場に相異をもたらすことも考えられる。
４．習合宗教と庶民の順礼
　観音霊場の淵源を天台宗の各派に求めるにせよ，
中世以降に庶民の順礼が盛んになる。また真言でも
山林抖擻，浄土でも念仏の遊行，禅でも雲水の修行，
日蓮でも布教に巡るため，どの宗派にも巡礼とのか
かわりはある。また聖のような修験者も諸国を回遊
し，巡礼とかかわる。修験のさまざまな流れは，移
動と定着，山岳と里から分類される（表５）。
　山岳抖擻でも，役小角を開祖とする本山派は熊野
三山と聖護院に拠り，真言僧聖
しょう
宝
ぼう
を祖師とする当山
派は金峰山と醍醐寺三宝院に拠る。鎌倉時代以降，
修験道は習合宗教の中核となり，江戸後期には大衆
的群参（講）や里山伏などが活発になる（沼田健哉，
1988）。
　鎌倉以降にも，武士は自分を律する禅宗および隣
りあわせの死ゆえに極楽往生を願う浄土信仰を必要
とし，また法華経を信じれば善天善神に守られると
いう神仏共存の日蓮宗，在地の神々や菩薩を軽んず
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巡拝路からみた霊場の構造とその変容について
べからずと説く蓮如の浄土真宗，無宗派で八宗兼学
であり天台宗と浄土宗の住職が二人体制で担う善光
寺（五木寛之，2004）など，習合は広く見られる。
天台や真言は修行，浄土は民衆救済，禅は自己研鑽，
日蓮は仏法求道に相異を示す一方，庶民にとっての
信仰は習合的な色彩が強かったとみられる。それは
修験とのつながりの深い霊場や巡礼を受容する基盤
となり，普及を促進したものと考えられる。
5.　巡礼の変容と遍路
　霊場，巡礼が整うには，中世の庶民の参加が必要
であった。秩父霊場では，長享の1488年より三十四
番が加わって順も変わり，1776年にはほぼ現行とな
る。順は地元の秩父・大宮郷の人々向けであった
のが，多数の江戸市民向けに変わる（佐藤久光，
2004）。また坂東巡礼に連接するとともに，西国に
も連接した百観音となる。
　西国霊場でも三番粉川寺から四番施福寺間で高野
山へ立ち寄り，四国遍路でも京都の神光院，仁和寺，
東寺の三弘法が加えられる。善光寺は東国の阿弥陀
信仰の中心となり，伊勢や高野山とともに，西国巡
礼結願のお礼参りがされる。全国の一宮（国分寺）
に納経する六十六部廻国聖は1231年には記され，関
東起源で坂東巡礼と関連する（中山和久，2004）。
また庄内霊場は，出羽三山回峰に連接する。すなわ
ち信仰の習合化の中で庶民に普及が進むと，巡礼者
の便宜をはかって整備され，霊場の変容，さらに習
合化がおこる。
　四国遍路は弘安三（1280）年ころには三十三所
諸国巡礼であった（佐藤久光，2004）。僧侶や修験
者，聖が聖地群をまとめて巡礼コースとし，近世中
期以降に沙門，法印や篤信者により八十八ヶ所お
よび番外が四国別格二十霊場となった（中山和久，
2004）。また開始は八幡浜の四十四番，八十八番大
窪寺，井戸寺，宇足津道成寺（七十八番郷照寺），
善通寺などがあった（佐藤久光，2004）。
　また部分的に巡られ，阿波では，一番霊山寺から
十番切幡寺まで十ヶ寺詣，十七番井戸寺まで十七ヶ
寺詣がされた（佐藤久光，2004）。土佐でも三十七
番岩本寺の七ヶ所参りで，お四国を巡る替わりと
した。愛媛でも四十四～五十三，また五十四～
五十九・六十一～六十四で， 十ヶ所巡りがされた。
なお発心・修行・菩提・涅槃の道場とよばれるのは，
1960年代からである（中山和久，2004）。幕末には
土佐に入れず，阿波の薬王寺で土州十七ヶ所遥拝処
の納経印を受け，南予も松山平野の寺院で遥拝の納
経印を受ける慣習があった。また六十番横峯寺から
四十五番岩屋寺へのコースをとる遍路も少なからず
いた（稲田道彦，2001）。
　先述のように古くは四国三十三所とされた。観音
が本尊の札所は四国八十八ヶ所中に30，別格二十霊
場中に６ある。これは三十三を超えて，新たに大師
というくくりでの地方霊場の再編成を示している。
また四国遍路は，庶民による地方での巡拝慣行がみ
られる。四国遍路は独立した部分の複合であり，
八十八ヶ所として設定されてもなお，不安定な結び
つきが続いたことを示している。
６．庶民と地方霊場
　西国霊場が享徳三（1454）年ころ，四国霊場が貞
享四（1687）年ころ現在のスタイルとなった後，宗
教者のみならず庶民を含めて，霊場開創の動きが始
まる。
　江戸では，明暦年間（1655-58）以降に六阿弥陀，
寛文八（1668）年頃に三十三所，宝暦五（1755）年
頃に御府内八十八所，安永年間（1772-81）に谷中
七福神などが開創された。これらは町奉行の支配範
囲，寺社奉行の勧化範囲にあり，季節のよい春秋に
近郊の田園地帯が巡拝された（加藤 貴，1996）。さ
らに豊島八十八ヶ所は北豊島郡に，日露戦争後の明
治41（1908）年に開創された（新田明江，1990）。
　すなわち各地の庶民の聖地群が整備されて霊場と
なる。伝統のある霊場中の札所寺院を基軸として，
その周辺地域に子霊場や孫霊場が形成されていく。
　また遍路は，真言宗とは限らず，浄土真宗門徒も
多く，この自在なスタイルは整備されてから半世紀
足らずで，各地固有の巡拝慣行上に，積極的に適用
されようになる。
７．講と山岳信仰
　一方回峰や峰入りは，巡礼とは異なり，単一の山
系を中心に発展した。近世以降の講による登拝は，
その庶民への波及とみられる。
　豊島霊場の位置する板橋区内では，文政年間
（1818-30）には，神社は徳丸本村の天満宮を除き
専従の神主はなく，別当寺が運営していた（小林保
男，1998a）。寺院宗派は新義真言宗31，曹洞宗５，
浄土宗３で（吉田政博，1998），明治以降に日蓮宗
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系や浄土真宗系が参入した（牧野眞一・吉田純子・
大濱徹也，1999）。
　ここでは農村部を中心に，遠方への代参講，近郊
の参詣講（総参講）が，多数行われてきている。た
とえば富士講は，文化・文政（1804-29）頃には，
八王子，鶴川を経て吉田に泊まり，頂上で御来光を
拝して，小山町，秦野市，相模原市，府中市を経て
戻っていた。木曽御嶽講は文政・天保の頃から，木
曽福島，頂上山小屋，瀧旅館，さらに善光寺や戸隠，
諏訪を経て帰り，赤塚一山元講と大山の白川元講が
なお活動している。出羽三山講は嘉永二（1849）年
ころより記されるが，昭和30年代中ごろより急増し
て女性も加わり，勝木坊に泊まり，羽黒山神社で太
太神楽を奏上し，月山，湯殿山を経て，湯の浜温泉
や仙台，青森ねぶた，立石寺，中尊寺，塩釜神社な
どを参詣して帰った（小花波平六・牧野眞一・吉田
純子・前田俊一郎，1997）。
　出羽三山へは徳丸からは正徳元（1711）年から文
政十一（1828）年までに19回，延べ120人が登り，
富士講では文化十一年には上板橋村山万講から135
名の参加があった（小林保男，1998b）。なお出羽
三山には徳丸より昭和15年からは毎年数名～20名
ほどが，昭和50年ころからはほぼ20名以上が行っ
た（牧野眞一・小花波平六，1999）。
　これらは帰路に各地を巡るとはいえ，対象の山に
登拝することを目的とし，本山参詣に似ている。庶
民の参加により霊場が整備される一方で，講も発展
した。霊場は一定の組織ではないのに対して，個々
の霊地・霊山とは，特定の御師や宿坊などを介した
強い結びつきがあり，関係が継続したと考えられる。
８．霊場の変容
　霊場は，開創当時は地方的な存在であっても，地
域外からの多くの巡礼者が訪れると，その便宜に合
わせて整備され，さらに全国の霊場とも関わるよう
になる。四国遍路のように，各地の霊場の複合とし
て整備されると，不安定な一方で，自在な構成が可
能となる。さらに御府内霊場に豊嶋霊場が隣接し，
坂東霊場に秩父霊場が連接して開創される。また庶
民は講などで遠方に参詣し，峰入りや回峰なども霊
場に入り組み，巡礼も通常，複数の霊場，聖地を巡
る。霊場は対象の単複，期間の長短から分類される
（表６）。
　現在では巡礼者の宗派は，西国は浄土真宗35.7%，
浄土宗16.4%，真言宗15.1%，禅宗12.9%，坂東は真
言宗22.1%，禅宗19.1%，浄土真宗14.2%，四国は真
言宗48.1%，浄土真宗21.2%，禅宗9.6%という。遍路
の修行僧でも真言宗のほか，禅宗の雲水も多く，
また法華宗では千ヶ所参並びに日本巡拝，門徒宗は
二十四輩並びに日本巡拝と記して参詣往来したとい
う（佐藤久光，2004）。
　信仰に巡礼は不可欠ではないが，どの宗教・宗派
も巡礼とかかわる。また現在では観光目的であれば
巡礼するまでもないが，歴史的な観光地は巡礼の対
象でもある。巡礼の聖地は非日常世界だが，俗の非
日常世界が隣接し，精進後には精進落としをともな
う。すなわち信仰において習合し，人々の行動にお
いても習合し，世界としても習合する。このことは
霊場の基本的特色の一つと考えられる。
Ⅴ　おわりに
　本論では伝統的な霊場である西国霊場や坂東霊
場，またそれらの周辺に位置する霊場について現地
調査を行った。また，札所と巡拝路を中心に，統計
的に分析した。さらに霊場開創に関する歴史的経緯
を考慮して，霊場の性質およびそれらの関係の解明
を試みた。その成果は以下の通りである。
１）坂東霊場の巡拝路には環状にとりまく階層構造
があり，諸国へ展開する様相を示す。また坂東
霊場の周辺には，接続する地方霊場が現れる。
２）江戸では霊場の多くが近世に開創され，都市部
の寺院の移動は激しく，順路も変わる霊場があ
る。後に次々と隣接する地域霊場が整備された。
３）西国霊場は，札所の巡路は放射状に連なってい
る。札所は京都周辺に密集し，他に南方の熊野，
北方の京周縁の３地域構造がみられる。
４）京都市中の霊場には，西国霊場に重なり，また
四国遍路に連接するものがある。そこには寺院
宗派の異なる影響がみられる。
５）四国遍路では，阿波，土佐，伊予，讃岐の地域
間で，札所群に差異がある。こうした地域的な
札所群を集成して，複合的な遍路が形成された。
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表6　霊場の分類
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巡拝路からみた霊場の構造とその変容について
６）巡礼はどの宗教にもみられるが，日本では，特
定の聖地だけでなく，複数の聖地を並列的に組
み合わせた霊場を巡ることに特色がある。
７）天台宗の山門派では山林修行が回峰に発展する
一方，寺門派では各地の聖地を回る修行を発展
させ，西国のような観音霊場開創につながった。
８）中世以降に宗教の習合化が進み，聖や修験者が
回国して霊場が庶民に広まった。また庶民が巡
礼することにより，霊場は整えられていった。
９）近世に四国のような，緩やかな統合スタイルが
できると，庶民の主導でも各地にもたらされ，
大小の地方霊場が開創されていった。
10）一方で農村部を中心に，講により各地の聖山登
拝が盛んになり，並列型の霊場巡礼とは異なる
スタイルで発展した。
11）霊場は信仰面で多様であり，巡礼行も多目的で
あり，霊地も相反する性質を内包しているが，
さまざまな習合化および変容がある。
　上記のように，地域にさまざまな霊場があり，そ
れらは相互に関連しながら開創，整備，変容を遂げ
てきた。巡礼の起源もさまざまであるが，中世以降
の修験が大きな役割を担っており，さらに庶民に普
及したことにより，各地に展開した。そのため庶民
の習合化した信仰が，霊場に大きく影響していると
考えられる。霊場と修験との関連は密接であるが，
その解明は今後の課題である。
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